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教育委員会は、幼保小連携教育を推進し、子どもたちの健やかな成長を育みます。

子どもの育ちと学びを
滑らかにつなぐために



辻圭将さん
　子供園の運動会で流れた曲を
聴き、「生演奏がしたい」と振り
返りの授業で伝えたことが実現
しました。子供園のみんながイ
キイキ聴いてくれたので、練習
を頑張って良かったです。

安間義規さん
　子供園のみんなに楽器の使い
方を一緒に楽しめるよう積極的
に声を掛けました。楽しそうに
してくれたときはとてもうれし
かったです。
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聞いてみました

　幼稚園・子供園・保育所（就学前教育施設）で遊びを通して学んだ子どもたちが、小学校でも
のびやかに力を発揮して成長できるよう、小学校を中心に、交流活動や保育者と小学校教員の連
携など、幼保小連携の取組を実施しています。
　今年度は、平成27年度から先進的に実践してきた取組を小学校全校で実施するとともに、就
学前教育支援センター※で保育者の研修等の拡充を図っています。
　本特集では、幼保小連携の具体的な取組と先生の声などを紹介します。
※就学前教育の実践的研究を行う施設です。詳細については、教育報No.234号（特集）・教育委員会HPで紹介しています。

藤永順子先生　（杉並第四小学校）
　小学生は、園児との交流で自分が歩んできた
過去を振り返り、自分の成長を実感できます。
それは更なる成長に向けて、学ぶ意欲の向上に
つながります。交流活動は、「園児に分かりやす
く教えよう」などの目標を活動前に立て、そのた
めの工夫を話し合っています。

小学生
（杉並第四小学校）

大川麻弓副園長　（高円寺北子供園）
　園児は、小学生との交流で親しみととも
に、身近なモデルに出会い、憧れと自分が
成長することの期待を持つことができま
す。また、小学生にしてもらったことや言
われてうれしかったことを、自分より年少
の子に対して行うようになりました。

杉並区　就学前教育支援センター 検索

特集

園児と小学生の交流活動
　交流活動を通して、園児と小学生の双方に育ちと学びがあるように、
それぞれの園と小学校で創意工夫して取り組んでいます。
　11月 25日に杉並第四小学校の６年生が高円寺北子供園の年長園児を
招待して、音楽を通した温かな触れ合いにより親しみました。

互いの理解をより深めるためのカリキュラム・プログラム

保育者と小学校教員の連携
　就学前教育施設と小学校の教育内容について
相互に理解するために、連絡会や合同研修会等
を実施しています。
　11 月 8 日に桃井
第三小学校と西荻北
子供園による合同研
修会を実施しました。

　子どもの発達や学びの連続
性、就学前教育施設と小学校
で教育内容の違いについて互
いの理解をより深めるため「杉
並区幼保小接続期カリキュラ
ム・連続プログラム」等を活
用しています。詳細は、教育
委員会ＨＰをご覧ください。

　　　　　　　 杉並区　幼保小カリキュラム 検索

　子どもの発達や学びの連続
性、就学前教育施設と小学校
で教育内容の違いについて互
いの理解をより深めるため「杉
並区幼保小接続期カリキュラ
ム・連続プログラム」等を活
用しています。詳細は、教育
委員会ＨＰをご覧ください。

田畑葵先生
（西荻北子供園）
　実際の保育をもとに話し
合うことにより、小学校
への子どもの育ちについて見通しを持つことがで
き、子供園と小学校で子どもが主体的に取り組む
力を育みたいと共通理解できました。

丹羽富美先生
（桃井第三小学校）
　教員一人ひとりが子ど
もの育ち学んできたことを
きちんと受け止め、認める

ことが重要です。これまで学んだ土台を確かな
ものとするために、子供園でやってきたことが、
学校でも生きる経験を増やしていきたいです。

聞いてみました阿古景子先生
（久我山小学校）
　カリキュラムを活用して、園生活
とのギャップ解消のために、入学し
たての４月には、音楽や生活、図工
の授業を多めに設けています。授業
では、一人で不安を抱えないように

グループ活動を取り入れて、みんなでやっているこ
とを共有しながら楽しめるよう進めています。

園児のみんなは

少し緊張気味

迫力の演奏で気持ちも入ります！
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保育参観

合同研修会の様子

意見交換

聞いてみました

問合せ：就学前教育支援センター ☎03-5929-9480



ボッチャ体験会
　大会公式球で対戦しながらルールを
学びました。ボールを投げたり転がし
たりする競技ですが、ポイントを取る
ための戦略が幾つもあり、その奥深さ
に多くの参加者は驚いていました。
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　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会がいよいよ来年開
催されます。教育委員会では、大会が子どもたちにとって意義深いもの
になるよう、日々の教育活動に関連付けながら体験や活動を重視したオ
リンピック・パラリンピック教育を推進しています。
　学校で行われている「４つのテーマ」と「４つのアクション」を組み合
わせた多彩な取組を今号から連載で紹介していきます。

かけっこ教室「みんなでかけっこ よーい・ドン」
　日本代表を目指す選手の指導を務める渡邉高博氏からの「代表チーム
と同じトレーニングを用意してきた！」という一言で、子どもたちの目
の色が変わり、「速く走るためのコツ」を学ぼうと真剣に取り組みました。

　「すぎなみウェルネス DAY2019」
（会場：杉並第十小学校）にて、陸上
競技のオリンピアン渡邉高博氏によ
る「かけっこ教室」とパラリンピッ
ク競技種目「ボッチャ」の体験会を
開催しました。

京谷和幸氏プロフィール
・ 2000 年シドニーパラリンピック
  車いすバスケットボール日本代表
（以降４大会連続出場）

・ 高校卒業後、プロサッカー選手に
なるが、交通事故で車いす生活に
なる。現在は車いすバスケットボー
ル日本代表アシスタントコーチ。

講　演
模範演技

教えてもらったコツを忘

れないでお父さんと一

緒に走る練習をしたい

です。速く走れるように

なって運動会で活躍し

たいです。

生徒からの声
　障害のある人は、気持ちが落ち込

んだり、できることが限られてしまっ

たりすると思っていましたが、事故に

あっても挑戦し続けている姿に一歩

踏み出す勇気をもらいました。

「よーい」の時は

腰を曲げないで

お尻を上げる！

　夢を持ち続け、一歩踏み出し
て諦めなければ、自分を手助け
してくれる出会いがきっと訪れ
ます。「失敗は成長のもと。と
りあえずやってみる！」その気
持ちを忘れないでほしいです。

速く走るために
一番大切なコツ！

良い姿勢が全ての基本！
日常生活でも背筋を
伸ばして過ごそう！

渡邉高博氏プロフィール
・ 1992 年バルセロナオリンピック
   400m・4 × 400mリレー日本代表
・ 区内で主に小学生対象の「かけっ

こ教室」の指導者を務め、分かり
やすい教え方に定評がある。

参加者
大城勇翔さん（左）

４つのテーマ

障害のある人への理解

スポーツ

文化

環境

４つのアクション

学ぶ（知る）

観る

する（体験・交流）

支える

×

ボールが意外に

重くてびっくり！ 

ねらいをすまして

それっ！

連載1

　生徒は、パラリンピアン京谷和幸氏との交流を通してスポーツの素晴らしさを学び、夢に向かって努力したり困難を克服
したりする意欲が高まりました。また、車いすを使った競技を体験して障害のある人への理解を深めました。
※本事業は、東京都教育委員会が主催する 2019 年度オリンピック・パラリンピック教育推進事業「夢・未来プロジェクト」の一環で実施しました。

障害のある人への理解

スポーツ

学ぶ（知る）

する（体験・交流）
×東原中学校10/31

（木）

問合せ：済美教育センター ☎03-3311-0021

1オリパラ教育すぎなみの

実技体験

10/26
（土）

問合せ：済美教育センター ☎03-3311-0021

東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けて1年前記念イベント

すぎなみウェルネスDAY２０１９ を開催



　施設は、限られた校地に十分な教育スペースを確保するため、地上６階・
地下１階建の建物となっています。特徴としては、全教室及び２つのアリー
ナには空調を整備し、１年を通して快適に学ぶことができる教育環境を整
えました。１階には 200 人規模の学童クラブを併設予定で、地域の方に利
用いただける開放会議室も設置しており、施設の複合化を図っています。
２階には小・中学校の特別支援学級を新設しています。
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　建築に当たっては、平成 26 年から学校関係者、保護者
及び町会自治会等で構成する高円寺地域における新しい学
校づくり懇談会において議論を重ね、令和元年７月に校舎
が竣工しました。校舎では開校に先行して８月から高円寺
中学校の生徒が学んでいます。

　平成 19 年以降、高円寺学園の開
校（３校統合）に向けて、小学生が
中学校に行って授業や部活動体験を
したり、小学校２校による交流活動
等を行ったりして連携を深め、学び
合ってきました。

小中一貫教育
ニュースレター

「子どもみらい高円寺」
　平成 24 年から発行
し、保護者や地域に３校
の交流活動等をお知ら
せしています。

２校合同交流
　小学校２校の児童が高円寺中学校
の新校舎で交流活動を行っています。

小中連携授業
　小学生が高円寺中学校の新校舎で授業を受け
ています。中学校の教員もティームティーチング
で参加しています。

代表を決める選考会には、
各校から推薦された 165 名
の生徒が臨みました。

　都内 50 区市町の中学生による「東京駅伝」で、区内にある区立・
私立中学校の２年生 42 名が杉並区代表としてたすきをつなぎます。
　全力で走る中学生の応援をお願いします。

【日程】令和２年２月２日（日）　
　　　  女子スタート午前 10 時　男子スタート午後１時

【場所】アミノバイタルフィールド（味の素スタジアム内）・
　　　 都立武蔵野の森公園　特設周回コース
【注意】今年度は、特設周回コース沿道での応援となります。

問合せ：済美教育センター ☎03-3311-0021

問合せ：学校整備課 教育施設計画係

　高円寺学園の校舎が完成しました

第 11 回中学生「東京駅伝」大会で
杉並区代表チームの応援をお願いします！

代表を決める選考会には、

　高円寺学園は、杉並第四小学校、杉並第八小学校及び高円寺中学校が統合して令和２年４月に開校します。
　９年間を見通した一貫性のある教育を行う杉並区で２番目の小中一貫教育校です。
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連載3

我が校はコミュニティ・スクール！ ❺

共に考える学びの場
サマーワークショップ

天沼小学校　学校運営協議会委員
井上　尚子

※コミュニティ・スクールについては、教育報 No.230 号（特集）・教育委員会 HP で紹介しています。

　天沼小学校の学校運営協議会（平成 22 年４月設置）は、
保護者や地域の皆さんの意見を学校運営に反映させるた
めに、様々な声を集めることを大切にしています。会議
自体は限られた委員による話し合いになってしまうから
こそ、学校をともにつくる委員以外の方からの声が重要
です。その声を学校運営に反映することで、学校をより
良くしていこうとする当事者意識が高まり、地域ととも
にある学校づくりを進めることができると考えています。
　そこで、平成 22 年から毎年夏に保護者や地域の皆さ
ん、教職員が天沼小学校の教育について話し合い、共に
考えて学ぶ「サマーワークショップ」を実施しています。
参加者は対面での話し合いを通して学校や先生をよく知
ることで、先生たちの大変さを理解したり子どもの学び
に関わりたい気持ちが芽生えたりして、自分にできるこ
とはないかと考えています。今年のテーマは「学校行事
の棚卸し」。事前に調査した先生たちの声を紹介した上で

“残したいもの”と“改善できるもの”という２つのテー
マでグループワークを行いました。グループに一人ずつ
委員を配置し、意見をまとめた資料を学校へ提出しまし
た。その提案を踏まえて、今年度以降の行事内容の見直
しが行われました。
　様々な声を集め、
学校を理解しなが
らつながることに
よって、未来を担
う子供たちにとっ
ても、地域の未来
にとっても、より
よい歩みになると
考えています。

連載2

ようこそ学校図書館へ

その❾ 高南中学校

問合せ：学校支援課 学校支援係　☎03-5307-0756

問合せ：済美教育センター　☎03-3311-0021

国語授業の様子
先生と協力して学
習を支援する山中
さん（左）

読書オリンピックコーナー
世界の国を知るために設置

　高南中学校の図書館は地下にありますが、窓から
の存分な採光に加え、クリーム色のカーテンと図書
ボランティア作成のパステルブルーの案内表示が
目を引く、明るく落ち着いた雰囲気の室内です。

　高南中学校では、生徒が自ら興味を持てる本に出会う
きっかけづくりを大切にしています。その一つに毎朝 10
分の「朝読書」があります。「朝読書」は、生徒が各自
好きな本を学校図書館で借りて読むことになっています。
借りる本が見つからない生徒もいますが、その際は、学
校司書がその生徒の個性に合わせたイチオシの本を紹介
しています。これができるのは、日頃から生徒とのコミュ
ニケーションを大切にし、その生徒をよく知ろうと心が
けているからです。読書に苦手意識がある生徒でもこう
した一人ひとりに向けた働きかけで本を読む楽しさを経
験し、シリーズ本を読破してしまう生徒もいます。

　また、2 年生の国語の授業では、本を紹介するための
POP 作成を行っています。生徒は図書館にある様々な本
を利用して、紹介する本に関することを調べ、補足して
いきます。出来上がった POP は全て図書館に飾り、POP
がきっかけで生徒に会話が生まれ、新たな読書の輪が広
がっています。　
　これらの取組によって、高南中学校の生徒一人当たり
の年間貸出冊数は 20 冊を超え、区立中学校の平均 12.2
冊を大きく上回りました。
　学校司書の山中さんは、「本との出会いがきっかけと
なって広い世界に関心を持ち、他者との心豊かな関係を
築いてほしい」と話しています。

毎年、前半は話し合うテーマに関する講話や授業体験等があり、後半は
グループに分かれて意見交換を行っています。今年は 63名が参加。
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問合せ：社会教育センター　☎03-3317-6621

問合せ：社会教育センター　☎ 03-3317-6621

日時：令和２年２月８日（土）　午後１時 30分から 5時まで
場所：セシオン杉並ホール（梅里 1-22-32） 要事前申込
申込方法：メールに、「合同成果発表会 参加希望」と明記の上、①氏名（フリガナ）、
②電話番号を書いて社会教育センター（shakyo-c@city.suginami.lg.jp）へ。＜先着順＞
　区民の自由で新しい発想を育む学習の場として、受講者相互のネットワーク構築と
学びを深めていく生涯学習講座が「すぎなみ大人塾」（計 3 コースで開催）です。
　受講生が学んだ知識・経験や気付き、受講の感想、今後の活動について、最終回の「合
同成果発表会」で発表します。受講生の思いと皆さんの思いとが重なり合うことがあ
るかもしれません。新たな出会いや地域活動の足がかりとして、ぜひご来場ください。

日時：令和２年３月１日（日）　午後１時から４時まで
（開会式及び杉並子どもサイエンス・グランプリ表彰式：12時15分から12時50分まで）
場所：セシオン杉並（梅里 1-22-32）

　区内小・中学生の優れた研究発表や、区内科学関係団体・企業・学
校などによる２０以上のブースが大集合。体験あり、創作あり、展示
あり、未来を創る科学の楽しさが会場いっぱいに広がっています。
　詳細は令和 2 年 2 月15 日頃、広報すぎなみ、区 HP 等でご案内します。

大人も子どもも、
最先端の技術や
身近な科学に
ワクワク！

これまでの15年で、
受 講者はなんと
1,000人以上！

∞すぎなみ
大人塾 合同成果発表会

身近なまちから宇宙のふしぎまで

学びの世界は無限大

総合コース　プラネット・ラボ
　地球や宇宙に思いをはせつつ、災害・地球
環境問題という難題に向き合っています。

高円寺コース
　食を真ん中に置いた交流の場づく
りを実践し、新たなコミュニテイの
在り方を学んでいます。

西荻コース
　まちの活動を作るた
めのアイデアがカタチ
になる過程を、実践的
に学んでいます。

第５回 開催します

フューチャーサイエンス
クラブ（ＦＳＣ）を受講
した中学生が作ったプラ
ネタリウム番組の投影と
解説をします。

すぎなみ大人塾「総合コースプラ
ネット・ラボ」の受講生が、学びを
通してワクワクしたことを発信し、
参加者と交流する「プラネット・ラ
ボ・プラス」を開催します。

来年度も
参加者募集します！

講座修了後は、仲間ととも
にまちの中で、さまざまな地
域活動に参加しています。

詳細は、 すぎなみ大人塾 検索

すぎなみ大人塾は…
「自分を振り返り
　社会とのつながりを
　　見つける大人の放課後」



 杉並区はこれまで、井草中学校（H23）、杉並第一小学校（H24）、桃井第四小学校（H25）、三谷小学校（H26）、天沼小学校
（H27）、富士見丘中学校（H29）、松庵小学校（H30）の学校支援本部が文部科学大臣表彰を受けており、今年度の方南小学校で
８校目となります。

　日本の未来を担う方南小学校の子どもたちの健やかな成長をサポートするため、特に自治会や町内会をはじ
めとする地域住民との協働活動に重点を置き『地域と共に発展する開かれた方南小学校』を目指し、15 年以上
に渡って地域ぐるみで子どもの健全育成に取り組む活動が評価されました。

「方南小学校 支援本部」が令和元年度
地域学校協働活動 文部科学大臣表彰 を受賞！

本部長 大嶋正人さんの
コメント

　若い世代からシルバー世代まで様々な地域
の方々が毎週延べ30人以上、学校で子ども
たちとふれあい、サポートしています。今回
の表彰を励みに、まちが育てるみんなの学校
をこれからも持続、発展させていきたいと思
います。

（写真前列右から3番目）　
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地域ぐるみで子どもたちを犯罪から守るために引き続きご協力お願いします

　 子どもたちの登下
校時間は、掃除や散歩
などできるだけ屋外で
見守りましょう。

　 子どもたちの登下！ 　 一人で登下校をし
ている子どもや遅い時
間に子どもを見かけた
ら、一声かけましょう。

　 一人で登下校をし！ 　 地域で不審者を見
かけたら、すぐに110
番に連絡してくださ
い。

　 地域で不審者を見！ 　 子どもが助けを求
めてきたら屋内に入
れ、110番に連絡して
ください。

　 子どもが助けを求！

◎令和２年４月に国公立の小・中学校に入学するお子さんの保護者へ入学準備に必要な費用の一
部を、入学前の３月に支給します（所得制限あり）。12 月中旬以降、対象となる世帯に手続き
に必要な書類を郵送します。詳細は、 杉並　就学援助 検索

◎学校の教育環境向上のため、今夏、小学校４校、中学校３校の体育館へ空調設備を設置しました。
今年度はさらに、１月末までに小学校９校、中学校３校に設置する予定です。

◎教育委員会の会議は、原則として、毎月第２・４水曜日に開催され、どなたでも傍聴ができます。
会議の日程などは教育委員会ホームページに掲載しています。

教育委員会から
のお知らせ

広　告




